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Ⅱ．米国における企業倫理教育方法の変遷 
米国の企業倫理教育におけるアプローチには、それによる目的（何を目指すべきか）と内容（何を
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（２-１-１）認知教育の限界 
（２-１-１-１）．認知教育の効果‐認知教育による成果を踏まえて- 
以下の実証研究は、2 つの歴史的事実を反映しているといえる。第 1 に、米国の多くの研究者たち
が企業倫理教育によって受講生の態度がどの程度変化したのかという問題意識のもと積み重ねてきた














































研究焦点 道徳的論法 道徳的論法 道徳的自覚 道徳的自覚 
学生の倫理観に 
及ぼす影響 
変化なし 肯定的な影響 肯定的な影響 肯定的な影響 
出所：Weber,J.(1990)“Measuring the impact of teaching ethics to future managers: A review, 
assessment, and recommendations”Journal of Business Ethics, Vol.9.p.184. 
 
第 1 に、マーティン(Martin,1981－1982)は、彼の専門分野として「倫理学における哲学コースの
授業を 2 学期に渡って実施した。1 年間そのコースを受けた秋学期と春学期の学生の道徳的論法能力
に、どの程度の変化が生じるのかという問題意識のもと調査研究が行われた。コース全体の 400 人の
大学生の中で、秋学期、春学期において道徳的シナリオ 24 話を 1 セット(a set of 24 ethical scenarios)
として配った。状況における判断を 4 つの評価基準(道徳的、おそらく道徳的、おそらく非道徳的、ま








初と最後に 180 人の経営学部の学生に DIT17を受けさせた。対照比較のために、組織行動論コース







(Arlow&Ulrich,1983/1985)の実証研究がある。120 人の経営学部 1 年生を対象とし、質問表を用いて
調査を実施した。質問表は学生が企業倫理に関する課題事項について教育を受ける学期初めの頃とそ



























































れてきた企業倫理教育の方法の位置づけに焦点を置きつつ、以下の 2 つの課題について検討する。 













































































































































































査は、他にも以下の研究調査がある。ペインによる 202 校のビジネス・スクールに対する調査では(回答率 46%)、







学運営、あるいは疎外的な大学生活に対して激烈なプロテストを表明するなど、1960 年代から 70 年代にかけて、
アメリカの多くの大学は、大きな混乱に陥っていた。この激動の時代に続く 1980 年代から 90 年代は、大学を取
り巻く環境も大きく変化し、それとともに高等教育を含むアメリカの教育界は、「改革の時代」に突入し、様々な




Association to Advance Collegiate Schools of Business:以下 AACSB)は、2003 年におけるビジネス・スクール
のスタンダードとして新たな学習方法を求め、その実践状況を評価した。評価の結果、138 校のビジネス・ス
クールが企業倫理教育のためにカリキュラムの質を改善することに挑み、138 校は AACSB が認定したスタン
ダードに当てはまっていた。その実践状況は、以下の通りである(表１)。 
表１ 評価から生じている改善の動き1 
結果 n % 
カリキュラムにおける副専攻科目の修正 96 69.6 
学習目標の修正 76 55.1 
授業の教育方法またはスタイルの修正 58 42.0 
マルチセクション(multisection)科目のより近い調整 53 38.4 
カリキュラムにおける専攻科目の修正 32 23.2 
メソッド (methods)を評価することへの修正 22 15.9 
他 21 15.2 
出所：Pringle,C.,&Michel,M.(2007)“Assessment Practices in AACSB-Accredited Business Schools” Journal of 
Education for Business, Vol.82,p.205. 
 また、新たな学習方法を促す動きとしてビジネス・スクールのほとんどは 1,000 ドル以上の予算を投資している
ことが分かった。 
表２ 学習方法の改善のための財政的なサポート額 
財政的なサポート額 n % 
1,000 より少ない 6 13.0 
1,000 ドル～2,500 ドル 2 4.3 
2,501 ドル～5,000 ドル 5 17.4 
5,001 ドル～7,500 ドル 3 6.5 
7,501 ドル～10,000 ドル 6 13.0 
10,000 ドル～15,000 ドル 8 17.4 
15,000 ドル以上 13 28.3 
出所：Kelly,C.,Tong,P.,&Choi,B.J.(2010)“A Review of Assessment of Student Learning Programs at AACSB 
Schools: A Dean’s Perspective”, Journal of Education for Business, Vol.85,p.302. 
5 McDonald,G.M.,& Donleavy,G.D.(1995)“Objections to the Teaching of Business Ethics”, Journal of Business 
Ethics, Vol.14,No.10,pp.842-846. 
6 宮坂純一(1998)「ビジネス倫理は教えられるのか－モラル意識の高揚に向けて」『産業と経済』第 13 巻第 2 号、
10 月、奈良産業大学、7 ページ。 
7 Weiss,J.W.(1994) Business Ethics: A Managerial, Stakeholder Approach, Wadsworth.p.20. 
8 Rossouw,G.J.(2001)“Three Approaches to Teaching Business Ethics”, Teaching Business 
Ethics,Vol.6,No.4,p.412. 











－ 68 － 
つけさせる。これらは、実際と類似した葛藤を解決するための能力が身につけられる(Rossouw,G.J.(2001)“Three 
Approaches to Teaching Business Ethics”, Teaching Business Ethics,Vol.6,No.4,p.413.)。 
14 Ibid.,pp.426-427. 
15 中村秋生(2010)「組織における道徳的行動の実現－経営倫理教育の目的・内容を中心として」『千葉商大論叢』
第 47 巻第 2 号、3 月、千葉商科大学国府台学会、91 ページ。 






第 47 巻第 2 号、3 月、千葉商科大学国府台学会、92 ページ。 







出所：Rest,J.R.(1994)Moral Development in the Professions : Psychology and Applied Ethics, Lawrence 
Erlbaum Associates.p.23. 




















第 47 巻第 2 号、3 月、千葉商科大学国府台学会、92 ページ。 
22 同上書、93 ページ。 
23 同上書、93 ページ。 
24 同上書、95 ページ。 
25 道徳的感受性は、企業行動によってどんな影響を及ぼすのか、それに対する注意を払う能力のことを指す。こ
れは、その行動による影響力を最初限にすることが求められる。道徳的感受性の中心的な役割は、企業行動によっ
て影響を受けるものが自分自身だと仮定する能力でもある(Rossouw,G.J.(2001)“Three Approaches to Teaching 
Business Ethics”, Teaching Business Ethics,Vol.6,No.4,p.413.)。 
26 道徳的勇気は、道徳的行動に欠かせない要素として、企業行動の倫理観の向上を決めづけるものである。自分







第 47 巻第 2 号、3 月、千葉商科大学国府台学会、95 ページ。 




①視聴覚資料(Audio-visual Materials)を用いること(Hosmer,L.T.,&Steneck,N.H.(1989)“Teaching Business 
Ethics : The Use of Films and Videota”, Journal of Business Ethics, Vol.8,No.12.)。 
②実際に状況を反映した、新聞記事を用いること(Schaupp,D.,&Lane,M.S.(1992)“Teaching Business Ethics : 
Bringing Reality to the Classroom”, Journal of Business Ethics, Vol.11,No.3.)。 
その他にも宮坂(2009)の論文では「革新的な教育手段」として米国で取り上げられた方法である、①個人の伝記
を統合的に検討すること、②ロール・プレイイング・テクニックの利用を紹介している(宮坂純一(1998)「ビジネ
ス倫理は教えられるのか－モラル意識の高揚に向けて」『産業と経済』第 13 巻第 2 号、10 月、奈良産業大学、14
ページ)。 
31 Piper,T.R.,Gentile,M.C.,&Parks,S.D.(1993)CAN ETHICS BE TAUGHT? Harvard Business School 
PRESS.p.49.(小村俊治・山口善昭訳(1995)『MBA におけるカリキュラム：ハーバードで教える企業倫理』生産性
出版、92 ページ)。 
32 善なることを知るだけではなく、それを実行する能力のことを指す Ibid., p.49.(同上書,92 ページ)。 
33 Ibid., p.49.(同上書,93 ページ)。 
34 モーゲン・ウイッツェル著 山本洋介 内田由里子訳(2001)『MBA 式勉強法－ビジネススクールの授業の徹底
解剖』東洋経済新報社、76 ページ。 






















『新しい世紀と企業経営の変革』第 70 号、9 月、日本経営学会、234 ページ。図表は報告者が作成。 
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解剖』東洋経済新報社、73 ページ。 
36 梅津光弘(2007)「経営倫理教育におけるケース・メソッドの方法と意味」『日本経営倫理学会誌』第 14 号、3 月、
日本経営倫理学会、8 ページ。 
37 Beauchamp,T.,&Bowie,N.(eds.)(1997)Ethical Theory and Business,5th ed., Prentice-Hall, p.44. 
38 MBA バリュエーション・プロジェクト(2003)『MBA は本当に役に立つのか』東洋経済新報社、122 ページ。 




40 McDonald,G.M.(2004)“A Case Example: Integrating Ethics into the Academic Business Curriculum”
Journal of Business Ethics, Vol.54, No.4,p.378. 
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